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　大石田町内一周駅伝競走大会（9月29日）
 6チーム72人のランナーがたすきをつな
いで、町内24.6kmのコースを駆け抜けま
した。
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体
育
協
会
「
功
労
賞
」

小
林　

和
男

　

（
大
石
田
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
）

体
育
協
会
「
栄
光
賞
」 

青
木　

顕
太
（
山
形
中
央
高
等
学
校
）

安
達　

朱
梨
（
北
村
山
高
等
学
校
）

佐
藤
ま
と
い
（
大
石
田
中
学
校
）

伊
藤　

千
織
（
大
石
田
中
学
校
）

永
登　

拓
海
（
大
石
田
中
学
校
）

齋
藤　

望
彩
（
大
石
田
中
学
校
）

伊
藤　

和
輝
（
大
石
田
中
学
校
）

玉
ノ
原
昊
軌
（
大
石
田
中
学
校
）

斎
藤　

琉
生
（
大
石
田
中
学
校
）

島
津　

諒
大
（
大
石
田
中
学
校
）

村
形　
　

歩
（
大
石
田
中
学
校
）

横
山　

歩
希
（
大
石
田
中
学
校
）

石
山　

朋
毅
（
大
石
田
中
学
校
）

加
藤　

慶
人
（
大
石
田
中
学
校
）

加
賀　

祐
一
（
大
石
田
中
学
校
）

菅
井　

胡
汰
（
大
石
田
中
学
校
）

柴
﨑　

耕
大
（
大
石
田
中
学
校
）

押
切　

維
暉
（
大
石
田
中
学
校
）

渡
邉　

斗
亜

　

（
大
石
田
中
学
校
・
大
石
田
J
S
C
）

安
達　

結
子
（
大
石
田
中
学
校
）

齋
藤
ゆ
づ
き
（
大
石
田
中
学
校
）

相
馬
洸
羽
音
（
大
石
田
中
学
校
）

森　

さ
く
ら
（
大
石
田
中
学
校
）

井
苅　

真
菜
（
大
石
田
中
学
校
）

松
沢　

も
も
（
大
石
田
中
学
校
）

永
登　

采
佳
（
大
石
田
中
学
校
）

柏
倉　

可
怜
（
大
石
田
中
学
校
）

早
坂　

実
樹
（
大
石
田
中
学
校
）

髙
橋　

咲
良
（
大
石
田
中
学
校
）

村
岡　
　

柚
（
大
石
田
中
学
校
）

横
山　

七
海
（
大
石
田
中
学
校
）

村
岡　
　

楓
（
大
石
田
中
学
校
）

矢
作　

橙
子
（
大
石
田
小
学
校
）

小
川　

莉
亜
（
大
石
田
小
学
校
）

青
柳　

爽
介
（
大
石
田
小
学
校
）

柏
倉　

り
ん
（
大
石
田
北
小
学
校
）

保
芦
摩
比
呂

（
大
石
田
北
小
学
校
・
大
石
田
J
S
C
）

山
科　

信
二
（
大
石
田
町
剣
道
連
盟
）

森　
　

秀
雄
（
大
石
田
町
剣
道
連
盟
）

石
山　

武
徳
（
大
石
田
町
剣
道
連
盟
）

鈴
木　

貴
臣
（
大
石
田
町
剣
道
連
盟
）

星
川　

航
大
（
大
石
田
町
柔
道
連
盟
）

井
苅　

咲
貴

　

（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

齋
藤
は
づ
き

　

（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

斎
藤　
　

湊

　

（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

斎
藤　

那
智

　

（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

柏
倉　

梨
杏

　

（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

遠
藤　

佳
人
（
尾
花
沢
中
学
校
）

青
木　

喬
祐

星
川　

照
三

齋
藤　

元
希
（
国
士
館
大
学
）

大
場　
　

来
（
北
村
山
高
校
）

横
山　
　

駿
（
北
村
山
高
校
）

横
山　
　

諒
（
北
村
山
高
校
）

椎
谷　
　

悠
（
北
村
山
高
校
）

小
林　

泰
雅
（
東
桜
学
館
）

木
内　

拓
哉
（
村
山
産
業
高
校
）

海
藤　
　

優
（
天
童
高
校
）

菅
井　

千
愛
（
天
童
高
校
）

柏
倉　

康
平
（
山
形
大
学
）

海
藤　

崚
二
（
国
際
武
道
大
）

菊
地　

大
樹
（
山
形
商
業
）

黒
沼　

暉
生
（A

C.Zeele

）

井
上　

斗
彩
（A

C.Zeele

）

遠
藤　

大
騎
（A

C.Zeele

）

八
鍬　

修
平
（A

C.Zeele

）

松
沢　
　

悠
（
花
巻
東
高
等
学
校
）

齋
藤　

大
翔
（
大
石
田
J
S
C
）

齋
藤　
　

悠
（
大
石
田
J
S
C
）

鈴
木　

成
琉
（
大
石
田
J
S
C
）

奥
山　

華
波
（
新
庄
東
高
等
学
校
）

　

第
25
回
大
石
田
町
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
体
育
の
日
の
10
月

14
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
競
技

に
約
五
百
名
が
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
虹
の
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
総
合
開
会
式
で
は
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

貢
献
さ
れ
た
方
な
ど
が
、
大
石
田
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

　

大
石
田
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
ソ
フ
ト

コ
ー
ト
で
は
、大
石
田
町
に
住
ん
で
い
る
方
や

職
場
が
あ
る
方
を
対
象
に
し
た
勤
労
者
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
、白
熱
し

た
戦
い
を
繰
り
広
げ
る
と
と
も
に
、親
睦
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

　

町
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
は
、グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
に
は
64
人
が
参
加
し
、

交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
全
24

ホ
ー
ル
を
競
い
、さ
わ
や
か
な
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　

大
石
田
中
学
校
の
体
育
館
で

は
、町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
一

堂
に
会
し「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

つ
ど
い
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

つ
ど
い
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

対
抗
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
が

行
わ
れ
、町
内
5
つ
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
か
ら
7
チ
ー
ム
が
参
加

し
、交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
熱
い

戦
い
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
つ
ど
い
　
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

勤
労
者
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

スポーツの秋！楽しく交流
10月14日（月）体育の日
第 25回大石田町スポーツレクリエーションフェスティバル

功 

労 

賞

齋
藤　

天
徳
（
大
石
田
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）

鈴
木　
　

篤
（
大
石
田
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）

保
芦　

広
紀
（
大
石
田
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）

努 

力 

賞 

井
上　

由
仁
（
大
石
田
誠
剣
友
会
）

伊
藤　

悠
真
（
大
石
田
誠
剣
友
会
）

海
藤　

辰
徳
（
大
石
田
誠
剣
友
会
）

村
岡　

煌
介
（
大
石
田
誠
剣
友
会
）

佐
藤　

悠
喜
（
大
石
田
誠
剣
友
会
）

青
木　

咲
斗
（
大
石
田
誠
剣
友
会
）

齋
藤　

敦
生
（
大
石
田
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）

鈴
木　

成
琉
（
大
石
田
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）

保
芦
摩
比
呂
（
大
石
田
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）

木
村　

天
真
（
大
石
田
キ
ン
ダ
ー
ズ
）

石
塚　

健
介
（
大
石
田
キ
ン
ダ
ー
ズ
）

押
切　

快
頼
（
大
石
田
キ
ン
ダ
ー
ズ
）

齋
藤　

佳
介
（
大
石
田
キ
ン
ダ
ー
ズ
）

加
藤　

璃
音
（
大
石
田
キ
ン
ダ
ー
ズ
）

島
田　

寛
土
（
大
石
田
キ
ン
ダ
ー
ズ
）

髙
橋　

佑
斗
（
大
石
田
キ
ン
ダ
ー
ズ
）

齋
藤
は
づ
き
（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

井
苅　

咲
貴
（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

大
石
田
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
表
彰

優　

勝　

大
石
田
キ
ン
ダ
ー
ス

　
　
　
　
　
　

Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝　

大
石
田
Ｊ
Ｓ
Ｃ　
Ａ
チ
ー
ム

第
３
位　

大
石
田
ノ
ー
ス

　
　
　
　

フ
ェ
ア
リ
ー
ズ

優　

勝

　

小
座
間
道
子　

５
４
打

第
２
位

　

西
塚　

幸
一　

５
５
打

第
３
位

　

青
木　

孝
行　

５
７
打

第
４
位　

　

笹
原　

勇
太　

５
８
打

第
５
位　

　

伊
藤　

富
夫　

５
９
打

第
６
位　

　

植
松　

祐
吉　

６
０
打

Ａ
コ
ー
ト
（
大
石
田
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　

優　

勝　

オ
カ
ル
ト
教
団

　

準
優
勝　

大
石
田
Ｊ
Ｓ
Ｃ

Ｂ
コ
ー
ト
（
大
石
田
中
ソ
フ
ト
コ
ー
ト
）

　

優　

勝　

２
―
２
―
１

　

準
優
勝　

令
和
シ
ェ
ル
村
形
商
事

Ｃ
コ
ー
ト
（
大
石
田
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　

優　

勝　

チ
ー
ム
横
山

　

準
優
勝　
ノ
ー
ス
♥
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ

大
石
田
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰
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　長年にわたりチームに貢献さ
れた方への表彰も行われました。

功労賞
木村　秀樹（大石田南）
髙橋　保洋（大石田南）
今野　雅信（大石田）
村形　昌一（大石田）

優　勝　大石田北Ａ　1時間28分06秒
準優勝　大石田Ａ　　1時間29分16秒
第３位　大石田南Ａ　1時間35分08秒
第４位　大石田北Ｂ　1時間35分43秒
第５位　大石田Ｂ　　1時間36分00秒
第６位　大石田南Ｂ　1時間39分47秒

区間1　役場前～　　　
区間2　岩ヶ袋農道前～
区間3　亀井田郵便局～
区間4　第8倉庫前～
区間5　駒籠鷹巣線～
区間6　元駒籠小～　
区間7　東北硅砂前～　
区間8　あったまりランド～
区間9　かぎちょう前～
区間10 旧笹原商店前～
区間11 小菅地区内丁字路～
区間12 来迎寺公民館～

青木　友汰（大石田Ａ）　6分38秒
伊藤姫々花（大石田南Ａ）5分30秒
青木　崇史（大石田Ａ）　6分02秒
八鍬七奈子（大石田南Ａ）5分03秒
青木　聖和（大石田北Ａ）7分17秒
押切　快頼（大石田Ａ）	 6分06秒
青木　顕太（大石田Ａ）	 9分04秒
柴崎　愛有（大石田Ａ）	 7分33秒
石山　　健（大石田北Ａ）10分22秒
保芦摩比呂（大石田北Ａ）6分44秒
鈴木　成琉（大石田北Ａ）5分57秒
齋藤　　悠（大石田北Ａ）8分04秒

1.9㎞（中学生）

1.4㎞（小学女子）

1.9㎞（フリー）

1.3㎞（小学女子）

2.2㎞（フリー）

1.6㎞（小学生）

3.0㎞（フリー）

2.1㎞（女子）

3.0㎞（高校以上）

2.0㎞（小学生）

1.8㎞（小学生）

2.4㎞（中学生）

第1位　大石田北チーム
　　　　3時間3分49秒
第２位　大石田チーム
　　　　3時間5分16秒
第３位　大石田南チーム
　　　　3時間14分55秒

第38回大石田町内一周駅伝競走大会 大
石
田
北
Ａ
チ
ー
ム
４
連
覇
！

　第38回大石田町内一周駅伝競走大会が、9月29日（日）に開催されました。
町内24．6㎞を駆け抜ける大会に各小学校区から２チーム計６チームが参加し、
勝利への思いをたすきに乗せて力走を繰り広げました。区間新記録が4つ樹
立された今大会。レースは終盤の大逆転で、大石田北Ａチームが見事４連覇。
大石田北チームはＡ・Ｂチームの総合タイムでも3年続けて1位となりました。

総合タイム

区間賞

災
害
対
策
本
部
を
設
置

避難所を開設

台風19号

台風19号による主な被害（15日現在判明しているもの）

　台風が通過し、雨があがった後も最上
川の水位は上昇が続き、13日午後3時40
分に最高水位15.64メートルを観測しま
した。町では午後1時に、大石田中学校と
大石田南小学校に避難所を開設し、防災
無線放送と緊急速報メールで避難を呼
びかけました。
　大石田中学校には最大24人の方が避
難しました。水位が落ち着いたことから2
つの避難所は午後4時30分までに閉鎖
されました。

　1／増水した最上川（大橋）　2／冠水により通行止めが発生した
3／道路の路肩が崩落　4・5／内水処理にあたる消防団員。豊田・今
宿地区では、作業が深夜に及んだ。

建　物　床下浸水　1件
道　路　町道葉山線（次年子地内）　路肩崩落　※片側交互通行可
　　　　町道駒籠鷹巣線　　　　 道路冠水　
　　　　　　　　　　　　　　　　※通行止めは14日正午に解消
　　　　林道小平線　　　　　　 路肩崩落
農　地　水田　町内全域　2ha
　　　　そば　町内全域　20ha
内水処理　川端・豊田・大浦・横山・今宿地内

被
害 

町
内
に
も

2

1

3

4 5

　

10
月
12
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
列
島
を

縦
断
し
、全
国
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
台
風
19
号
。東
北
に
は
13
日
深

夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
最
接
近
し
、大
石

田
町
で
は
幸
い
に
人
的
被
害
は
な
か
っ
た

も
の
の
、住
宅
の
床
下
浸
水
、農
地
や
道
路

の
冠
水
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、13
日
午
前
5
時
30
分
に
庄
司

町
長
を
本
部
長
と
し
た
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
、被
害
状
況
の
確
認
や
町
民
に

向
け
た
情
報
発
信
、避
難
所
開
設
な
ど
の

対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、町
消
防
団
が
町
内
各
地
で
内
水

処
理
に
あ
た
り
、場
所
に
よ
っ
て
は
、作
業

は
14
日
未
明
ま
で
続
き
ま
し
た
。
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成22年に開校した大石田中学校の創
立10周年記念式典が10月13日（日）

に中学校体育館で開催され、全校生徒や教職
員のほか保護者や地域の方が参加して、学校
創立10周年を祝いました。
　式典では、5年連続県大会で金賞を獲得し
ている吹奏楽部による演奏や、これまでの学
校と大中生の歩みを振り返るスライドショー
が放映され、生徒会長の小玉康生さんが「全
校一丸となって、中学校はもちろん大石田町
全体を盛り上げていきます」とあいさつ。式
典の最後には、生徒たちが合唱と、応援団を
中心にした全校応援を披露しました。

まざまな遊びや工作を体験できるイベント
「子どもミュージアムin大石田」が9月15日

（日）に虹のプラザで開催されました。
　これは子育てサークル小さなおもちゃばこの会
（吾妻満代表）が開催したもので、子どもたちはイ
ベント限定で使える通貨「マッチ」を手に入れるた
めに、買い物ごっこブースの店番や大道芸などを仕
事として体験しました。マッチを手に入れると、会
場に設けられたさまざまな遊びやおもちゃのブース
をまわって、縁日コーナーでの買い物や缶バッチづ
くりなどの工作を親子で楽しんでいました。

金への協力を募る赤い羽根共同募金オープニン
グセレモニーが10月5日（土）に虹のプラザで開

催されました。セレモニーでは、ふたば横山保育園の園
児による和太鼓の演奏、ふたば保育園の園児によるリト
ルマーチングバンドの演奏のほか、児童館に通う児童に
よるマーチング演奏やヒップホップダンスが披露されま
した。
　エントランスでは、売り上げの一部が募金になるフ
リーマーケットが行われたほか、園児らが募金活動を行
い、会場に集まった皆さんから多数の温かい善意をいた
だきました。

大石田中学校10周年祝う

自分たちで植えた
　　　　　お米の収穫体験

内３小学校の5年生児童が手作業の稲刈りを
体験しました。各小学校では農作業の大変

さや収穫の喜びを味わってもらおうと、毎年春に田
植え体験、秋に稲刈り体験を行っています。
　稲刈り体験は10月4日（金）に大石田北小で、10
日（木）に大石田南小、17 日（木）には大石田小
で、地域の方の協力により行われました。子どもた
ちは慣れない鎌を使う作業に戸惑いながらも稲の刈
り取りを行い、刈り取った稲を束ねていました。各
校ではこのあと脱穀作業などを行い、収穫した米を
味わう収穫祭を開くことにしています。

平

ニュース 玉 手 箱
赤い羽根共同募金にご協力を

さまざまな工作と遊びを体験

まち歩きで長生きすっべ
沢栄養大学の協力を得て作成した「歩いて
長生きすっべウォーキングマップ」の完成を

記念したウォーキングイベントが10月3日（木）に開
催され、参加者30人がまち歩きを楽しみました。
　歩いたのは「虹の郷コース」で、虹のプラザを起
点にして、町の観光ボランティアガイド「虹の町案
内人」の矢作善一さんと渡會哲夫さんの案内で、西
光寺や乗舩寺などをめぐる約2.6kmを歩きました。
ウォーキングマップは、役場や虹のプラザで配布し
ているほか、町のホームページにも掲載しています
ので、健康づくりなどにぜひご活用ください。

米

さ

町

 募

大石田南小学校 大石田小学校

大石田北小学校
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大石田まつりの部維新祭の部 大石田まつり写真コンテスト 　大石田まつり写真コンテストの審査会が10月1日（火）に行わ
れました。大石田まつり部門66点、維新祭部門57点の応募作品
から、入賞した作品を紹介します。また、応募された全作品を虹
のプラザで展示しています。どうぞご覧ください。　　　　　
大石田まつり写真展　期間：11月10日（日）まで 特

選
特
選

入
選

入
選

入
選

入
選 入

選

入
選

「
千
輪
華
」
長
山　
広
治
（
茨
城
県
）

「
熱
演
」
寒
河
江　
秀
典
（
山
形
市
）

「
町
民
号
共
演
」
増
川　
満
（
河
北
町
）

「
打
楽
」
早
坂　
武
弘
（
尾
花
沢
市
）

「
成
人
神
輿
」

　
　
須
藤　
征
義
（
岩
ケ
袋
） 

「夏夜のキャンパス」結城　祐二（山形市）

「光降り注ぐ」木内　徹（南通）「懐しき姿」鈴木　清（中山町） 「成人神輿」伊藤　拓真（東根市）

「燃ゆる夏」
高橋　克巳（天童市）

「踊り子」
高橋　秀一（寒河江市）

「
記
憶
に
残
る
大
輪
」

　
　
　
菅
野　
斗
施
雄
（
埼
玉
県
）

「
大
石
田
の
風
物
詩
」

　
　
　
　
武
田　
徳
勝
（
天
童
市
）

「
勇
壮
に
」

　
　
　
伊
藤　
拓
真
（
東
根
市
）

「
踊
り
子
」

　
　
　
佐
藤　
敏
行
（
東
根
市
）

「
マ
ド
ン
ナ
の
舞
」

　
　
　
　
芳
賀　
和
代
（
寒
河
江
市
）

「
熱
く
燃
ゆ
る
」

　
須
藤　
佐
重

　
　
　
（
山
形
市
）

「
優
艶
」

　
　
木
内　
徹
（
南
通
）

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳作佳作 佳作

佳作

佳作
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今
回
の
選
挙
で
は
、
町
長
選
挙

と
町
議
会
議
員
選
挙
の
2
つ
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
投
票
用
紙
は
色
で

区
別
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
次
の

順
序
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
入
場
券
は
、10
月
下
旬

に
世
帯
ご
と
に
郵
送
し
ま
す
。

投
票
す
る
際
に
は
忘
れ
ず
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、忘
れ
た
り
な
く
し
た
り
し

た
と
き
は
、投
票
所
の
係
員
に
申
し

出
て
い
た
だ
く
と
投
票
で
き
ま
す
の

で
、投
票
所
の
受
付
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　

投
票
日
当
日
の
投
票
時
間
は
、午

前
7
時
か
ら
午
後
7
時
ま
で
で
す
。

夕
方
ま
で
仕
事
が
あ
る
方
で
も
、家

族
や
友
人
と
の
レ
ジ
ャ
ー
を
済
ま
せ

て
か
ら
で
も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、棄
権
せ
ず
に
投
票
し
ま

し
ょ
う
。

　

選
挙
は
、
投
票
日
に
投
票
す
る

こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、

仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
の
た
め
投
票
日
に
都
合
の
悪
い

方
は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

開
票
は
投
票
日（
11
月
3
日
）午

後
8
時
か
ら
、役
場
3
階
大
会
議

室
で
行
い
ま
す
。

　

参
観
希
望
の
方
は
、午
後
7
時

30
分
か
ら
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

開
票
所
の
関
係
で
参
観
人
の
数
を

30
名
に
制
限
し
ま
す
の
で
、ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

開
票
は
即
日
行
い
ま
す

投
票
日
に
都
合
の
悪
い
方

は
期
日
前
投
票
を
！

　
　
　
投
票
手
続
き
は
簡
単
で
す

　これからの大石田町のまちづくりを担う人たちを選ぶ、町民にとって、もっとも身近で大切な選
挙です。皆さんの価値ある１票を無駄にしないよう、棄権せず投票しましょう。

大 石 田 町 長
大石田町議会議員選挙 投票日は11月3日（日）

※告示日:10月29日（火）

選挙に関する
　　お問い合わせ
◆町選挙管理委員会事務局
　（役場2階　総務課内）
☎３５-２１１１
　　（内線２１２・２１３）

大石田
町の未来は大石田
町の未来は

皆さ
んの大

切な一票から皆さ
んの大

切な一票から

【
投
票
の
順
序
】

①
大
石
田
町
長
選
挙

　
→
白
色
に
黒
刷
り
の
用
紙

②
大
石
田
町
議
会
議
員
選
挙

　
→
ピ
ン
ク
色
に
黒
刷
り
の
用
紙

【
期
日
前
投
票
】

10
月
30
日（
水
）

　
　
　
　
～
11
月
2
日（
土
）

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
8
時

◆
場
所

　
役
場
1
階
　
町
民
ホ
ー
ル

※
車
椅
子
、車
椅
子
用
の
投
票
記

　
載
台
を
用
意
し
ま
す
。

当
日
の
投
票
は

　
　
　
午
後
７
時
ま
で

投
票
の
方
法
に
つ
い
て

入
場
券
に
つ
い
て

　期日前投票の際は、入場券裏面の期日前投

票宣誓書にご記入のうえ、お持ちください。

開入場券裏面（イメージ）

予算の執行状況

財産の現在高 町債（借入金）の現在高

会　　　計 予 算 現 額 収 入 済 額 収入割合（％） 支 出 済 額 支出割合（％）

一 般 会 計 5,241,611 2,377,703 45.4 2,104,686 40.2 

国 民 健 康 保
険 特 別 会 計 846,040 427,345 50.5 378,729 44.8 

次 年 子 簡 易 水
道 特 別 会 計 7,000 2,884 41.2 2,551 36.4 

学 校 給 食 事 業
特 別 会 計 90,982 43,004 47.3 41,800 45.9 

農 業 集 落 排 水 事 業
特 別 会 計 108,293 9,977 9.2 38,551 35.6 

介 護 保 険 特 別 会 計 932,831 448,727 48.1 372,683 40.0 

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計 90,216 28,261 31.3 30,067 33.3 

区　　　分 数　　量

土 地 1,054,022㎡

建 物 60,227㎡

有 価 証 券 5,110 千円

出資による権利 58,842 千円

債 権 —　千円

基 金 1,824,099 千円

内

　

訳

財政調整基金 547,411 千円

減債基金 51,047 千円

土地開発基金（現金） 134,002 千円

その他の基金 1,091,639 千円

会　　　計 金　　額 構成比（％）

一 般 会 計 6,585,858 94.8

次 年 子 簡 易 水
道 特 別 会 計 31,601 0.5

農 業 集 落 排 水
事 業 特 別 会 計 333,134 4.8

一 時 借 入 金 0 0.0

合 計 6,950,593 100.0

■総務課　財政グループ　　℡３５－２１１１　内線２１４・２１５

※数値は、土地と建物は平成31年3月31日現在、その他は令和元年9月30日現在のものです。
※単位未満の数値は、四捨五入により端数処理しています。

（単位：千円）

（単位：千円）
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■開館時間　午前９時～午後７時（日曜日・祝日は午前９時～午後５時）
■休館日　毎週木曜日・特別整理期間ほか   《11月の休館日》７日㈭・１４日㈭・２１日㈭・２８日㈭

☎ 35-3877　大石田町町民交流センター「虹のプラザ」内
公式HP http://niji.town.oishida. yamagata.jp/library/ 

まちとしょ
～大石田町立図書館　infomation～

＼ きてけらっしゃい ／

野菜づくりのコツと裏ワザ

大石田町民大学地域学講座 第4回
「伝える力・聴く力を高めよう」～毎日を楽しくするコミュニケーション～

●図書館活用講座●

●プログラム●

図書館活用講座「野菜づくりのコツと裏ワザ」参加申込書
●お名前　　　　　　　　　　　　●野菜づくりに関する質問・疑問 ※当日聞きたいことがありましたら記入してください。

野菜づくりでお困りのことはありませんか？今回の講座では、野菜づくりにおけるコツと裏ワザを教えて
いただきます。普段疑問に思っている野菜づくりのあれこれを聞けるチャンスです！

家庭菜園を楽しむ方、農業に興味のある方など、みなさんお誘いあわせの上ぜひご参加ください。

フリーアナウンサー・熊谷瞳さんが、アナウンサーの仕事から学んだ
伝え方・聴くことを中心にコミュニケーション術を伝授します。

◆講　師　フリーアナウンサー　熊谷　瞳 氏
◆日　時　11月19日（火）午後6時30分～午後8時
◆場　所　虹のプラザ2階　中会議室
◆定　員　60名程度（先着順）※受講券（無料）が必要です。
◆受講券　公開講座のため、受講は無料です。
　　配布開始  10月25日（金）午前8時30分～
　　配布場所　虹のプラザ事務室
　　配布時間　木・日曜、祝日：午前8時30分～午後5時
　　　　　　　その他の曜日：午前8時30分～午後7時

《作品展示》会場：虹のプラザ　時間：午前９時～午後７時　
　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　木・日曜、祝日は午後５時まで（最終日は午後４時まで）

《大石田町芸術祭式典》
　　◆日 時　 11月4日（月・祝）文化の日
　　　　　　　　　午前10時～午後2時　　　　　お抹茶席
　　　　　　　　　午後2時20分～午後2時45分　　芸術祭式典（町芸術文化栄光賞表彰）
　　　　　　　　　午後1時～　　     　　        　歌と踊りの合同公演
　　◆会 場　 虹のプラザ 

【出演団体】　大石田維新組、琴　星の会、すみれ会、大石田町民謡研究会、エコーミュージッククラブ、
　　　　　　　最上川芭蕉連、鶴の会、友の会、大石田吟友会、コーラス虹

●書 道 展　　　　　　・・・10月30日（水）～11月4日（月・祝）
●絵 画 展　　　　　　・・・10月30日（水）～11月4日（月・祝）
●短歌と俳句展　　　　・・10月30日（水）～11月4日（月・祝）
●レカンフラワー展　　・・・10月30日（水）～11月4日（月・祝）
●つるしびな展　　　　・・10月30日（水）～11月4日（月・祝）
●華 道 展　　　　　　・・・11月4日（月・祝）
●いけばなこども教室作品展・・・11月4日（月・祝）
●県美展大石田巡回展・・・・10月23日（水）～10月28日（月）28日は正午まで
●町教育祭展　 小中学生の書写絵画作品展・創意くふう展
　　　　　  　　　　 ・・・11月1日（金）～11月12日（火）

場　所　大石田町町民交流センター「虹のプラザ」２階リハーサル室
講　師　水野隆史氏　（一社）農山漁村文化協会東北支部
　　　　（※雑誌「現代農業」でおなじみの農業専門の出版社です）
　　　　村山総合支庁北村山農業技術普及課職員
対　象　野菜づくりや家庭菜園に興味がある方
申込方法　前日までに電話、あるいは直接図書
　　　　館へお申込みください。
　申込・問合せ 　町立図書館　☎（35）3877

①「野菜づくりのコツと裏ワザ」　
　DVDを観ながら、野菜づくりのコツや裏ワザ
　を分かりやすく伝授してもらいます。
　すぐに真似できることが満載です！
② 質問コーナー「野菜づくりのあれこれ」
　野菜づくりのお悩みなど、事前に
　質問を受け付けます。
③ 農業関連本の紹介

日　時　11月22日（金）13時30分～15時

参加費
無料

日時・場所 内　　　　　　容

11 月 19 日㈫
 10：00 ～ 11:30
　虹のプラザ
　　2 階小会議室 1

読書会「『万葉集』を読む」
日本最古の和歌集『万葉集』を、皆さんで楽しく読んでいきます。
今回のテーマは「恋」です。
　〇お電話にて前日までお申込みください。
　〇指定テキスト『よみたい万葉集』（村田 右富実監修、西日本出　
　版社刊）を各自ご用意ください。

11 月 22 日㈮
 13：30 ～ 15:00
　虹のプラザ
　　2 階中会議室

図書館活用講座「野菜づくりのコツと裏ワザ」
観て学んで、あなたも野菜づくり名人に！
○詳しくは下記を参照ください。

11 月の展示 そばまつり特集、がん関連展示、読書週間関連展示
（10月 27日～ 11月 9日）

行事・展示のおしらせ

第54回大石田町芸術祭
令和に輝く 大石田　大石田町芸術祭では、町内の芸術文化団体

がさまざまな作品や歌、踊りなどを披露します。
芸術の秋、皆さんも芸術に触れてみませんか。

■町芸術文化協会事務局（教育文化課生涯学習グループ）℡　35-2111（内線613）

■教育文化課　生涯学習グループ（虹のプラザ内）  Tel　35-2111（内線610・613）



毎月1日は「大石田町交通安全行動の日」

家族の健康管理に気をつけて

髙橋杏莉さん
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死亡事故ゼロ1368日目11月の主な行事予定
（10月15日現在）

●発生件数  10件　（±０件）
●負傷者数  11人　（－２人）
●死亡者数  ０人　（±０人）
　　　　　※（　）は前年比

日曜・休日急患の当番医
10月 診療時間 : 午前8時30分～午後5時

日 当番医院名 電　話
3 日（日） 尾 花 沢 病 院 （23）3637
4 日（月） 尾花沢市中央診療所 （23）2010
10 日（日） 神林内科小児科医院 （35）2202
17 日（日） 加 藤 ク リ ニ ッ ク （22）9877
23 日（土） 清 治 医 院 （23）2125
24 日（日） さかえクリニック （53）8181

日 行　事　予　定

3 ㈰ 大石田町長選挙・議会議員選挙投票日

4 ㈪ 大石田町芸術祭式典・歌と踊りの合同公演 / 午後 1 時
/ 虹のプラザ多目的ホール

5 ㈫ 母子健康手帳交付 / 午後 1 時 30 分 / 役場相談室

7 ㈭

除雪作業安全祈願祭 / 午前 9 時 30 分 / 除雪車庫

年金相談 / 午前 10 時～午後 3 時 / 役場 101 会議室
※新庄年金事務所への事前予約が必要です。
　℡ 0233-22-2050

8 ㈮
献血（大石田ライオンズクラブと共催）/ 午前 9 時 30 分
　　　～午後 4 時 / 虹のプラザエントランス

防火キャラバン出発式 / 午後 7 時 / 役場玄関前

10 ㈰ 第 47 回大石田町民武道大会 / 午前 9 時 / 大石田中学校体育館

13 ㈬
心配ごと相談 / 午後 1 時 30 分～ 4 時 / 社会福祉協議会

行政相談 / 午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分 / 虹のプラザ小会議室

18 ㈪ 母子健康手帳交付 / 午後 1 時 30 分 / 役場相談室

25 ㈪ 農業委員会総会 / 午前 10 時 / 大会議室

27 ㈬ 無料法律相談（要予約）午後 1 時 30 分～午後 4 時
/ 社会福祉協議会

※都合により日程が変わる場合もありますので、事前にお問い合わせください。
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大石田町の事故発生状況
　　（平成31年1月1日～令和元年10月15日）

　「任期、いつまでだっけ？」

　最近、町の方からこんな風に聞かれることが多

くなりました。地域おこし協力隊は1年更新、最

長で3年間という契約です。私の任期は今年度

末まで。残り5か月を切りました。

　私が元々山形移住を希望し、大石田町の協力

隊募集に興味をもったのは、「自分の好きな場

所に人が来てくれる状況を作りたい」という動機

からでした。着任してからもその動機は忘れない

ようにし、この2年間は常に「大石田町の面白さ

をどう伝えるか」、人への「見え方」「見せ方」を意

識し遂行してきました。

　協力隊の仕事は、自分自身で業務やその意

図を組み立てる必要があり、その点が難しくもや

りがいを感じています。地域の方からサポートや

助言をいただくことも多く、地域活性とは人との

繋がり活性なのだと実感しています。

　協力隊という立場で過ごすのは、あと5か月。

悔いの残らないよう、町に来たから出会えた人や

知った文化を生かしながら、大石田町と誰かが

繋がれる状況を作るとともに、自分の可能性も広

げていきたいと思います。

　年明けには3年間を総括した活

動報告会を行う予定です。任期

後の詳細は、その場でまたご報

告させてください！（香坂）

地域おこし協力隊コラム

大石田町エトペソラ
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。
任

期
は
、
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和
元
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
5
年

９
月
30
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

東
北
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力
㈱
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庄
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力
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ー
所
長
）
、
ユ
ア
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野
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庄
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業
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長
）
が

町
に
L
E
D
街
路
灯
２
基
を
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し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
両
社
が
「
明
る

い
町
づ
く
り
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
寄
贈
し
た
も
の
で
す
。

　

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
に
矢
作
善
一
さ
ん
が
再
任

　矢作善一さん（東町）

山形県老人クラブ連合会表彰

　山形県老人福祉大会において、以下
の皆さんが表彰等を受けました。地区
における老人クラブ活動の発展に寄与
した功績等に対して表彰されたもので
す。また、提携保養所としてあったまり
ランド深堀「虹の館」に感謝状が贈られ
ています。大変おめでとうございます。
　老人クラブ育成指導功労表彰
　　有路　訓さん（井出）
　　横山　俊吾さん（里）
　優良老人クラブ表彰
　　来迎寺老人クラブ

明るい町に
LED街路灯贈呈

夕暮れ時の交通事故が多発しています。
早めのヘッドライト点灯を心がけ、

ハイビームを積極的に活用しましょう。
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町の人口　令和元年 10 月 1 日現在

世帯数 2,330 戸 （+2）

総人口 6,985 人 （－ 13）

男 3,429 人 （－ 7）

女 3,556 人 （－ 6）

（9 月中の異動）

出生 1 人 転入 14 人

死亡 15 人 転出 13 人
※この数字は外国人数も含めた数字です。

　10月26日（土）から資料館では、『日本遺産「山寺と紅花」追加
認定記念企画展　大石田に遺る近世絵画』展を開催いたします。
今回はこの中から『六曲一双　源平合戦図屏風』をご紹介します。
　平安時代末に起きた治承・寿永の乱は、『平家物語』や
『吾妻鏡』によって江戸時代には人気のモチーフとなり、
「源平合戦図」として絵巻や屏風にさかんに描かれました。形状の性質上、絵巻形式では各場面がクロー
ズアップされるのに対し、屏風の場合は俯瞰的に描写されることになります。特に二隻で一対（一双）の
屏風形式では、この乱のハイライトである一ノ谷の合戦と屋島の合戦をセットで描くものが多く現存して
います。義経による鵯越の逆落しや那須与一の扇の的といった、わかりやすい名場面が豊富なこの二つの
合戦を左右に配した六曲一双が「源平合戦図屏風」の典型です。
　本作もそのような源平合戦図の一類例といえますが、一ノ谷の合戦のみを左右隻に描いているという特
徴があります。右隻中央には平家が福原の陣を構え、その周囲には義経ら源氏の兵士たちが描かれます。
ただし、単に同一の時間軸で俯瞰的に切り取っているわけではなく、今まさに山を駆け下りる場面、奇襲
をかけた場面、交戦している様子などが時間の経過を追って描かれています。一つの画面（屏風）に複数
の異なる時間を描く、いわゆる異時同図の手法により、物語を読むように鑑賞する仕掛けが施されている
のです。さらに、左隻へと時が移ると、平家敗走の場面です。熊谷直実と平敦盛の愁嘆場のやや上方に目
を向けると、画面外に設定された沖の方へと逃れる平家の船があり、これから起こるであろう屋島の合戦
を予感させるように、屏風による物語は終わります。
　上記のような屏風による物語のそれぞれの場面は、“すやり霞”という雲のようなもので区切られていま
す。この霞は大和絵特有の場面転換装置で、多くは金箔や金泥、あるいは胡粉の白で表現されます。しか
し本作では金箔と銀箔を散りばめた青雲となっている点が特徴的です。金を用いるのに比べて華やかさに
欠けるものの、金では埋没しがちな内部の様子をより際立たせるという効果を発揮しています。この屏風
には落款等はなく、作者や年代は不詳です。ただし、絵の雰囲気や人物の描き方から狩野派のものに類似
しており、恐らく江戸時代中期以降の狩野派系統の絵師によるものだと考えられます。
　江戸から明治にかけて最上川舟運で発展した大石田には、近世絵画の優品が多く遺っており、その内容
も充実しています。今回ご紹介した屏風以外にも、多くの作品を展示しておりますので、この機会に是非
ご覧ください。

■『六曲一双　源平合戦図屏風』
　  　『日本遺産「山寺と紅花」追加認定記念企画展
　　　　　　　　　大石田に遺る近世絵画』展より

おおいしだものがたり
～資料館資料編～

別冊

『日本遺産「山寺と紅花」追加認定記念企画展　大石田に遺る近世絵画』展は12月8日（日）まで


